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六
月
二
十
一
日
の
本
会
議
散
会

後
、
中
学
三
年
生
に
よ
る
ち
ば
中

学
生
県
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
中
学
社
会
科
の
「
地

方
の
政
治
と
自
治
」
の
体
験
学
習

と
し
て
、
県
内
の
公
立
・
私
立
中

学
校
九
十
七
校
か
ら
中
学
生
議
員

と
中
学
生
傍
聴
者
の
百
九
十
四
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
本
清
県
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ

に
つ
づ
き
、
堂
本
知
事
か
ら
県
政

の
概
要
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、

中
学
生
議
員
が
登
壇
し
て
県
の
施

策
等
に
つ
い
て
質
問
し
、
関
係
課

長
が
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。
　
　

　
最
後
に
「
平
和
で
安
全
な
千
葉

づ
く
り
に
関
す
る
決
議
」
を
全
員

一
致
で
可
決
し
、
ち
ば
中
学
生
県

議
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。
（
決
議

文
は
三
面
に
掲
載
）
　
　
　 

     

　
六
月
定
例
県
議
会
は
、
六
月
二
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、

七
月
七
日
ま
で
の
十
七
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
開
会
後
、
諸
般
の
報
告
に
続
き
、
千
葉
県
ち
ば
県
民
共

生
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
等
の
議
案

二
十
件
、
報
告
十
三
件
が
上
程
さ
れ
、
知
事
か
ら
提
案
理

由
説
明
と
県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
開
会
日
の
六
月
二
十
一
日
の
本
会
議
散
会
後
、
県
下
中

学
校
三
年
生
に
よ
る
「
ち
ば
中
学
生
県
議
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
六
月
二
十
七
日
か
ら
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

代
表
及
び
一
般
質
問
は
、
十
八
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
財

政
問
題
を
は
じ
め
、
防
災
対
策
、
医
療
問
題
、
環
境
問
題

等
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
七
月
三
日
に
は
、
二
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮

ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の

議
案
一
件
に
つ
い
て
、
知
事
よ
り
撤
回
書
の
提
出
が
あ
り

協
議
が
行
わ
れ
、
議
案
の
撤
回
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
各
常
任
委
員
会
は
、
七
月
四
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ

れ
た
議
案
・
請
願
に
つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的
な
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
等
の
審
査
結
果

報
告
、
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
追
加
提
案
さ
れ

た
二
件
を
含
む
知
事
提
出
議
案
の
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
議
員
発
議
案
（
意
見
書
等
）
二
十
六
件
が
上

程
さ
れ
、
九
件
を
可
決
し
、
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
す

べ
て
の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い

て
、
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の
選
任
及
び
正
副
委
員
長
の

互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
本
清
秀
雄
議
長
、
鈴
木
良
紀
副
議
長
の
辞
職
に

よ
り
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　 

代 表 質 問 
質問項目は、紙面の都合上1人6項目を掲載しています。 

第60代議長に 笹生 定夫 議員 
第57代副議長に 武 正幸 議員 

六
月
二
十
七
日
（
火
） 

六
月
二
十
八
日
（
水
） 

ちば中学生県議会を開催 お知らせ  

　
公
職
選
挙
法
で
は
、
議
員
等
は
「
選
挙
区

内
に
あ
る
者
に
対
し
、
い
か
な
る
名
義
を
も

っ
て
す
る
を
問
わ
ず
、
寄
付
を
し
て
は
な
ら

な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
千
葉

県
議
会
に
お
い
て
は
、
虚
礼
廃
止
を
徹
底
し

て
お
り
ま
す
。 

8月 111

63人 
11人 
7人 
4人 
3人 
3人 
1人 

定数98人 現員92人 
（平成18年7月15日現在） 

自 民 党  

山口　登 議員 武　　正幸 副議長 
▼
財
政
問
題
に
つ
い
て 

▼
市
町
村
合
併
に
つ
い
て 

▼
三
番
瀬
問
題
に
つ
い
て 

▼
障
害
者
関
係
条
例
案
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

▼
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て 

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

民 主 党  

杉田　守康 議員 
▼
行
財
政
改
革
に
つ
い
て 

▼
防
災
対
策
に
つ
い
て 

▼
長
寿
社
会
を
生
き
生
き
と
暮
ら
す
環
境
の
整

備
に
つ
い
て 

▼
資
源
循
環
型
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て 

▼
産
業
廃
棄
物
問
題
に
つ
い
て 

▼
観
光
産
業
に
つ
い
て 

公 明 党  

小橋　迪夫 議員 
▼
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

▼
「
医
師
不
足
」
問
題
に
つ
い
て 

▼
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て 

▼
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て 

▼
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て 

▼
改
正
道
路
交
通
法
に
つ
い
て 

六
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し 

六
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し 

笹生　定夫 議長 

　７月７日（最終日）の本会議において、第６０代議長に笹生

定夫議員（袖ヶ浦市選出・在職５期）が、第５７代副議長に武

正幸議員（市原市選出・在職４期）がそれぞれ選出されまし

た。 

　就任に当たり、笹生議長は「国内外の社会情勢の変化、地

方分権等により地方自治にとって大きな変革の時代に入りつ

つあります。こうした時代の変化を的確にとらえ、６００万県

民の負託にこたえ、県民に開かれた議会運営を目指し、誠心

誠意その職務に当たりたい」と抱負を述べました。　　　　

　また、武副議長は「笹生議長のもと公正かつ円滑な議会運

営のため懸命の努力を傾注する」とあいさつしました。 

やまぐち のぼる さそう さだ お たけ まさゆき すぎ た もりやす こ はし みち お 


